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第
五
条
第
一
項
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
」
を
「
及
び
第
二
号
」
に
、「
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
第
三
号
か
ら
第

五
号
ま
で
」
に
改
め
、「
控
除
し
た
額
」
の
下
に「（
同
項
の
表
九
月
の
項
に
規
定
す
る
交
付
金
見
込
額
（
次
項
に
お
い

て
「
交
付
金
見
込
額
」
と
い
う
。）を
限
度
と
す
る
。）」
を
加
え
、
同
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改

め
る
。

一

前
年
度
の
二
月
か
ら
当
該
年
度
の
七
月
ま
で
の
期
間
の
収
納
に
係
る
反
則
金
収
入
相
当
額
等
（
法
附
則
第
十

六
条
第
二
項
に
規
定
す
る
反
則
金
収
入
相
当
額
等
を
い
う
。
次
項
第
一
号
に
お
い
て
同
じ
。）

二

前
年
度
以
前
の
年
度
に
お
い
て
交
付
す
べ
き
で
あ
つ
た
交
付
金
の
額
で
ま
だ
交
付
し
て
い
な
い
額

三

前
年
度
の
二
月
か
ら
当
該
年
度
の
七
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
法
第
百
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還

金
に
相
当
す
る
額

第
五
条
第
一
項
第
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

五

前
年
度
の
二
月
か
ら
当
該
年
度
の
七
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
過
誤
納
に
係
る
反
則
金
等
（
法
附
則
第
十
六
条

第
二
項
に
規
定
す
る
反
則
金
等
を
い
う
。
次
項
第
四
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
返
還
金
に
相
当
す
る
額

第
五
条
第
二
項
中
「
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額
か
ら
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
を
「
に
掲
げ
る
額

か
ら
、
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
、「
合
算
額
を
控
除
し
た
額
」
の
下
に「（
交
付
金
見
込
額
か
ら
九
月
に
交

付
し
た
額
を
控
除
し
た
額
を
限
度
と
す
る
。）」
を
加
え
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

一

当
該
年
度
の
八
月
か
ら
一
月
ま
で
の
期
間
の
収
納
に
係
る
反
則
金
収
入
相
当
額
等

二

当
該
年
度
の
八
月
か
ら
一
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
法
第
百
二
十
九
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
返
還
金
に
相
当

す
る
額

第
五
条
第
二
項
中
第
三
号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
年
度
の
八
月
か
ら
一
月
ま
で
の
期
間
に
係
る
過
誤
納
に
係
る
反
則
金
等
の
返
還
金
に
相
当
す
る
額

第
五
条
第
二
項
第
五
号
を
削
る
。

第
十
条
中
「
三
月
及
び
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
二
月
ま
で
」
を
「
二
月
か
ら
当
該
年
度
の
一
月
ま
で
」
に
、「
こ
れ

ら
の
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
の
表
九
月
の
項
中
「
三
月
及
び
当
該
年
度
の
四
月
か
ら
八
月
ま
で
」
を
「
二
月
か
ら
当
該
年
度

の
七
月
ま
で
」
に
改
め
、
同
表
三
月
の
項
中
「
九
月
か
ら
二
月
ま
で
」
を
「
八
月
か
ら
一
月
ま
で
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
の
組
織
、
運
営
及
び
管
理
に
係
る
共
通
的
な
事
項
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
条

独
立
行
政
法
人
の
組
織
、
運
営
及
び
管
理
に
係
る
共
通
的
な
事
項
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
三

百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
独
立
行
政
法
人
空
港
周
辺
整
備
機
構
の
項
中
「
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
」
を
「
自
動
車
安
全
特
別
会

計
」
に
改
め
る
。

（
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
施
行
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
三
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
九
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
九
条

削
除

第
十
条
第
一
項
中
「
当
該
機
構
が
承
継
し
た
国
の
水
資
源
開
発
事
業
」
を
「
同
条
第
三
項
に
規
定
す
る
国
の
水
資

源
開
発
事
業
で
あ
っ
て
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
機
構
が
そ
の
業
務
と
し
て
行
う
こ
と
と
な
っ
た
も
の（
以
下「
機

構
が
承
継
し
た
国
の
水
資
源
開
発
事
業
」
と
い
う
。）」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
る
。

（
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
法
施
行
令
（
平
成
十
六
年
政
令
第
五
十
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
社
会
資
本
整
備
事
業
特
別
会
計
」
を
「
自
動
車
安
全
特
別
会
計
」
に
改
め

る
。

（
地
方
道
路
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

地
方
道
路
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
一
年
政
令
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
六
条
第
四
項
及
び
第
五
項
中
「
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定
」
を
削
る
。

（
復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

復
興
庁
設
置
法
第
四
条
第
二
項
第
三
号
イ
及
び
ロ
の
事
業
を
定
め
る
政
令
（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
二
十

五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
次
条
第
二
十
五
号
」
を
「
次
条
第
三
十
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
中
第
二
十
五
号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
四
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
三
号
を
第
二
十
八
号
と

し
、
同
条
第
二
十
二
号
中
「
第
百
九
十
八
条
第
五
項
」
を「（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
附
則
第
二
百
五
十
九

条
の
三
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
二
十
七
号
と
し
、
同
条
中
第
二
十
号
及
び
第
二
十
一
号
を
削
り
、
第
十

九
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

二
十
四

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
多
目
的
ダ
ム

の
建
設
工
事
に
関
す
る
事
業
（
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
五

地
す
べ
り
等
防
止
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
三
号
ロ

に
規
定
す
る
地
す
べ
り
地
域
又
は
ぼ
た
山
に
関
し
て
同
法
第
三
条
又
は
第
四
条
の
規
定
に
よ
っ
て
指
定
さ
れ
た

地
す
べ
り
防
止
区
域
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
区
域
に
お
け
る
地
す
べ
り
防
止
工
事
又
は
ぼ
た
山
崩
壊
防
止
工
事

に
関
す
る
事
業
（
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
六

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
河
川
（
同
法
第
百
条
の

規
定
に
よ
り
同
法
の
二
級
河
川
に
関
す
る
規
定
が
準
用
さ
れ
る
河
川
を
含
む
。）に
関
す
る
事
業
（
第
十
一
号
又

は
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
も
の
及
び
独
立
行
政
法
人
水
資
源
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八

十
二
号
）
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
若
し
く
は
第
二
号
（
同
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）又
は
附
則
第
四
条
第

一
項
に
規
定
す
る
業
務
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。）

第
二
条
第
十
八
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

十
九

砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
に
関
す
る
事
業
（
第
十
一
号

に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

二
十

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
二
条
第
五
項
に
規
定
す
る
港
湾
施
設
の
建
設
又
は
改

良
の
事
業
及
び
こ
れ
ら
の
事
業
以
外
の
事
業
で
港
湾
そ
の
他
の
海
域
に
お
け
る
汚
泥
そ
の
他
公
害
の
原
因
と
な

る
物
質
の
堆
積
の
排
除
、
汚
濁
水
の
浄
化
そ
の
他
の
公
害
防
止
の
た
め
に
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大

臣
又
は
港
湾
管
理
者
が
施
行
す
る
も
の
（
第
十
一
号
に
掲
げ
る
事
業
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）

二
十
一

港
湾
法
第
四
十
三
条
の
六
の
規
定
に
よ
り
国
土
交
通
大
臣
が
施
行
す
る
開
発
保
全
航
路
の
開
発
及
び
保

全
の
事
業

二
十
二

港
湾
法
第
五
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
電
子
情
報
処
理
組
織
の
設
置
及
び
管
理
の
事
業

（
警
察
庁
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

警
察
庁
組
織
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
八
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
第
二
号
中
「
の
交
通
安
全
対
策
特
別
交
付
金
勘
定
」
を
削
る
。

（
財
務
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

財
務
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
十
一
号
中
「
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定
」
を
削
る
。

第
四
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
八
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

第
十
六
条
第
五
号
中
「
の
交
付
税
及
び
譲
与
税
配
付
金
勘
定
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
中
第
七
号
を
削
り
、
第
八
号
を
第
七
号
と
し
、
第
九
号
を
第
八
号
と
し
、第
十
号
を
第
九
号
と
す
る
。

（
農
林
水
産
省
組
織
令
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

農
林
水
産
省
組
織
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
五
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中
第
三
十
二
号
を
第
三
十
四
号
と
し
、第
十
五
号
か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
十
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

十
五

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
の
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

十
六

食
料
安
定
供
給
特
別
会
計
の
業
務
勘
定
に
属
す
る
物
品
の
管
理
に
関
す
る
こ
と
。
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